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2007年能登半島地震に伴う地下水・歪変化

Changes in groundwater level and strain associated with the Noto Hanto Earthquake in
2007
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　産業技術総合研究所では東海～近畿地方にかけて地下水 (全点)や歪 (一部)の観測を行っている。また、岐阜大学で
は、岐阜県と福井県において地下水観測を行っている。2007年 3月 25日に発生した 2007年能登半島沖地震に伴い、上
記観測で地下水や歪の変化が観測された。多くは短期間の振動であったが、一部では長期的な変化が記録された。本講
演では、地震時の観測結果と断層モデルから期待される計算結果との比較等について紹介する。


